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　我が灘町二丁目東区自治会には、吉祥院という江戸時
代、お城の家老荒尾氏が祈祷所にしていたお寺がありま
す。
　このお寺には、当時から陰田の石切場で採掘された青
石を使い作られた『青石地蔵』があり、以前はお盆すぎ
の日曜日に子ども会で『地蔵さんまつり』を行っていま
した。お地蔵さまの周りを綺麗にし、住職のお話を聞き、
夕食を共にすることで、地蔵さんまつりが子ども達の人
と人とのふれあいと助け合いを学ぶ教育の場となってい

ました。
　その伝統は、今も引き
継がれています。しかし、
少子化に伴い、現在は自
治会中心で８月23日に行
っています。そんな中、
町内に若者が次々と舞い
戻りつつあります。青石
地蔵の見守る中、以前の
ように子どもたちの声が
響き渡る賑やかな町の復
活になりそうです。

お地蔵さんが見守る町
義方地区　灘町二丁目東区自治会　会長　本村　淳

　平成28年11月19日（日）鳥取県の原子力防災訓練に
参加した。７月頃に参加を伝えられ自治会として住民に
どのように避難行動してもらうか４回ほど検討会を行い
訓練に備えた。
　訓練開始の防災警報サイレンと避難指示の放送を合図
に住民約100名が各区一団となって避難を開始した。あ
いにくの小雨模様であったがレインコートにマスクとリ
ュックサックを背負い一時避難所である公民館や小学校
に向け徒歩で移動した。一時避難所で点呼後、ヨウ素剤
の服用要領を受け５０分ほど待機、その後大型バス４台
に分乗（一部の人は鉄道、陸自ヘリ）して避難退避時検
査場となる江府町総合体育館へ向け移動を開始した。実
際の事故であったら住み慣れた和田町へは長期間帰れな
いのだと思うと原発事故の恐ろしさについて考えさせら
れる。

　訓練開始から３時間後、検査場である江府町に到着。
最初にバスに乗車したまま除染の洗礼を浴びた後体育館
に入った。館内は廊下や壁全体が放射能汚染対策のため
ビニールに覆われ、防護服に身を包んだ検査員から被ば
く検査（スクリーニング）を受けた。場内では皆粛々と
行動し静粛感があり原子力事故の恐ろしさと、決して起
してはならないと感じた訓練であった。

原子力防災訓練に参加して
和田地区自治連合会　会長　田邉　忠雄

スクリーニングを受ける住民

平成28年度総務大臣表彰　受賞　大高地区新良路自治会　会長　山本　克己  氏
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写真で見る地域の活動!!

○今年は2回の避難訓練と
AED訓練を実施しました。
参加者全員真剣に訓練を
し、災害時・平常時でも
お互いに助けあって生活
することが大切である事
を実感しました。 （5月）

【河崎地区
 四軒屋自治会】

○長砂町自治会は、校区
内で一番規模が大きく、
町内全世帯が仲良く暮ら
す機会として、50年前よ
り運動会、昭和55年より
納涼盆踊り花火大会を毎
年実施しています。（10月）

【明道地区
 長砂町自治会】

○ちーむ目久美では、
三世代で楽しめるイベ
ントを企画し、希薄に
なりつつある地域を笑
顔で紡ぎたいと活動し
ています。 （7月）

【就将地区
 目久美町自治会】

○毎年、地域の絆と親
睦を深める目的で夏祭
りを開催しています。
特徴は地区民の善意の
繋がりで開催されるこ
とです。最終の大イベ
ント抽選会場の一コマ
です。 （7月）

【福生西地区】

○今年は、「米子市まち
づくり活動支援事業」
よりご支援をいただき
移動式やぐらを製作し
たり、案内をフェイス
ブックに載せました。

（7月）

【永江地区】
○富益地区自治連合会、
役員研修会に山陰歴史
館・館長國田俊雄氏を
招き6月に「弓浜部の
地域の歴史、生い立ち」
の講演をしていただき
ました。 （6月）

【富益地区】

○「元気なあいさつ」「心
通うあいさつ」を、地区
住民が率先して実行し
「明るくすみよい住吉」
づくりを目指します。

（11月～ 12月）

【住吉地区】

○毎年7月に三柳北自治
会夏祭りを加茂北公園
で開催しています。イ
ベントも盛り沢山、大
人も子どもも参加して
皆で楽しむ賑やかな夏
祭りです。 （7月）

【加茂地区
 三柳北自治会】



豊かな地球を明日へ
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○350年以上続く日吉
神社の神幸神事「ヨイ
トマカセ」は、よい世
の中であることを願っ
て町民の多くが参加し、
毎年、５月３日に開催
されます。 
 （５月）

【淀江地区】

○公民館の門松は、昭和
26年以来受け継がれた
伝統です。当時から竹は
5本組、高さは2.5mと
見事な門松です。これか
らも、地域で伝統を守り
続けていきたいと願う
ものです。 （12月）

【成実地区】

○尚徳地域は昔より「セン
トル」と云い松明を焚く慣
わしがある。上安曇自治会
ではその日に子どもからお
年寄りまで一同に集い談笑
できる場として「カラオケ
笑会」を実施した。（7月）

【尚徳地区
 上安曇自治会】

○佐陀地区海岸清掃は、
毎年８月の第一日曜に
関係自治会を中心に実
施されます。今では周辺
にある病院・老人施設関
係の人も参加していた
だいています。
 （8月）

【大和地区】

○恒例のミニ文化展と
同日開催で自主防災会
炊き出し訓練を行いま
した。秋晴れの11月、
おいしい豚汁で地域の
親睦も深まりました。

（11月）

【彦名地区彦名町
 13区自治会】 ○昨年より始まった餅

つき大会。1年生から大
人まで総勢80名。順番
に杵でつき、餡もちを
作って美味しくいただ
きました。 （12月）

【崎津地区】

○「人まちづくり」の
事業の一環として、地
域の子ども会、地区自
治連合会など地元有志
と「五千石おやじの会」
が中心となって餅つき
体験が行われました。

（12月）

【五千石地区】
○巌地区では、三大イ
ベント運動会、納涼大
会、いわお祭りを開催
し、地区民の交流を行
っています。恒例の「慈
善鍋」を行い、今年は
中部震災支援募金を実
施いたしました。（11月）

【巌地区】
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今
回
投
稿
い
た
だ
い
た
原
稿
に
「
原
子
力
防

災
訓
練
に
参
加
し
て
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
読
み
な
が
ら
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
自
分
の

住
む
地
域
の
防
災
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
28
年
は
４
月
の
熊
本
地
震
・
夏
に
北
海

道
に
４
つ
の
台
風
上
陸
・
10
月
21
日
の
鳥
取
中

部
地
震
や
11
月
24
日
の
福
島
地
震
と
自
然
災
害

が
続
き
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
鳥
取
中
部
地
震
発
生
時
は
、
車
を
運

転
中
で
、
車
輪
か
ら
タ
イ
ヤ
が
外
れ
る
よ
う
な

横
揺
れ
を
感
じ
る
と
同
時
に
携
帯
電
話
か
ら
地

震
警
報
が
流
れ
て
き
て
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
３
日
後
に
、
中
部
地
区
に
行
く
用
が
あ
り
、

赤
碕
あ
た
り
か
ら
屋
根
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か

け
た
家
屋
が
見
え
始
め
、
そ
れ
が
北
栄
町
・
湯

梨
浜
町
・
倉
吉
市
そ
し
て
三
朝
町
ま
で
広
く
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
倉
吉
市
で
は
、
地
区
公
民
館

が
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
、
避
難
し
て
い
る
方

達
を
見
か
け
ま
し
た
。
私
の
単
位
自
治
会
に
は

ま
だ
自
主
防
災
組
織
が
な
く
、
昨
年
度
初
め
て

避
難
訓
練
を
し
ま
し
た
が
、
参
加
人
数
も
少
な

く
ま
だ
ま
だ
心
も
と
な
い
状
況
で
す
。「
備
え

あ
れ
ば
患
い
な
し
」
だ
と
改
め
て
強
く
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
幸
い
昨
年
度
か
ら
５
か
年
計

画
で
『
地
域
福
祉
計
画
』
を
作
成
中
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
立
ち
上
げ
備
え
た
い
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
自
治
連
よ
な
ご
」

で
は
こ
の
号
と
来
年
３
月
発
行
の
54
号
で
、
自

治
連
加
盟
の
27
地
区
に
、
淀
江
地
区
の
宇
田
川
・

大
和
地
区
を
加
え
29
地
区
の
活
動
を
写
真
入
り

で
紹
介
す
る
予
定
で
す
の
で
是
非
お
読
み
く
だ

さ
い
。

　

記
事
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
自
治
会
の
皆
様

に
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
継

続
し
て
発
行
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消防団福生東分団の活動
米子市消防団福生東分団長　杉尾　繁樹

　消防団の歴史は古く、８代将軍吉宗が江戸南町奉行の
大岡越前守に命じ、町組織として火消組である店火消（た
なびけし）を編成替し、町火消「いろは四十八組」を設
置させたことが今日の消防団の前身であると言われてい
ます。各火消組に「いろは」等の名前を付けた事により、
お互いの名誉にかけ競い合って働くという結果が生じ、
消防の発展に多大な成果を得ることにより、今日の消防
団の礎となりました。
　米子市は明治25年６月「消防組」を組織。(消防団の
はじまり）大正15年４月米子町に上水道敷設。消火栓
による消防方法が採用され始め、各町に「ホース組合」
が設立される。昭和９年全市の「消防組」と消防組合
を統括する消防組の発足。市役所内に常備消防部設置。
（常備消防の始まり）昭和14年４月警防団令の施工、消
防組を解消して「米子市警防団」が組織される。常備消
防部は警防団の常備消防部となり冨士見町に屯所を構え
る。昭和22年４月消防団令の公布、警防団を解消して「米
子市消防団」の組織が発表される。昭和23年非常勤消
防団員による「米子市消防団」の発足。警防団常備消防
部は消防団から離れて市に移管され、米子市消防本部と
なる。以上消防団の沿革を述べましたが、平成25年に
は東京ドームに全国から３万７千人が集い、消防団120
年、自治体消防65周年記念大会が開催されました。
　米子市消防団の活動は１月出初式、３月防火訓練、６
月消防ポンプ操法大会、９月水防訓練、他は各団各地域
により訓練がありますが、一番楽しく、大変な訓練は消
防操法大会です。火災を想定して水槽から水を吸い揚げ、
53メートル先の放水線までホースを３本展張して、12
メートル先の標的を倒す、協調性・規律・スピードを競
う競技です。
　この大会は４年に一度全国大会まであります。平成
24年に米子市で初めて鳥取県代表として福生東分団が
東京で行われた第23回全国消防操法大会に出場しまし
た。結果は優良賞（６位）でした。そして今年度第25

回全国消防操法大会が長野オリンピックスタジアムで開
催され、鳥取県代表として再度出場しました。結果は優
良賞（５位）でした。この大会で２番員安岡秀夫君が最
優秀２番員として全国１位の栄冠を受賞されました。
　平成26年８月に米子市が主幹で少年消防クラブが創
部され、今では13名の部員が活動しています。年間３
回米子消防署員による消防教室を始め、昨年度は広島県
府中市で、１泊２日の消防交流会、今年度は大山青年の
家で１泊２日の消防研修会、そして12月から３月は消
防車による校区内火の用心啓発活動をしています。そし
て公民館主催の納涼祭、公民館祭にも消防団のバザーの
手伝いとして参加しています。中学生がリーダーと成り
小学生をまとめる、消防を通して防災の輪が広がってい
ます。
　平成25年12月に「消防団を中核とした、地域防災力
の充実強化に関する法令」が閣議決定され、消防団の地
域防災力の向上が期待されています。近年では地域社会
への帰属意識の希薄化が生じ又、本業を持ちながらのボ
ランティア消防団活動です。災害時には地域に密着した
消防団が、自主防災組織、市役所防災安全課、消防局と
連携して災害を最小限にしたいものです。しかし近年で
は消防団も高齢化が進み、連携は取れるけど、救助が困
難な状況にあります。各校区で消防団は活動しています。
若者の力を必要としています。自分の住んでいる地域は
自分達で守りましょう。そして災害を最小限に抑えまし
ょう。　
　火災・地震・台風・豪雨・豪雪・津波・災害はいつ来
るか分りません。自助・共助・公助この言葉をもう一度
考えてみてはどうでしょうか。

第25回全国消防操法大会出場選手と支援スタッフ


